
件 名 
令和 7 年度 福井市障がい者自立支援協議会                             

第 4 回地域移行・地域定着部会 報告書 

日 時 令和 8 年 2 月 ３日（火） 14:00～15:00 会 場 福井メディックス 2 階 

欠席者 山崎委員、暁委員 

協議事項 

 

報告事項 

１．令和７年度の取組内容の報告及び 令和８年度の活動方針（案）について 

 資料１-1 資料１-2 

２．各ワーキンググループの進捗等報告について 資料 2-1 資料 2-2  

３．地域生活支援部会 委員の改選について 資料 3 

協議事項 

説明 
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協議事項 

説明 

１．令和７年度の取組内容の報告及び 令和８年度の活動方針（案）について 

【障害福祉課 見延氏】 

・令和７年度の取組内容の報告及び 令和８年度の活動方針（案）について説明 

 資料１-1 資料１-2 

【森下委員】 

・令和 8 年度の活動方針の地域生活支援充実に関するところに、移動に関する課題の

整理と検討と書かれているが、居宅部会の大きな方針と考えていいのか？ 

【障害福祉課 見延氏】 

・令和 7 年度の取組に①地域の理解促進、②余暇活動の充実についてとあったが、②

の中に移動に関する課題も取り上げられていた。また、重度障がい者の方の支援に

ついては親が亡くなった後、生活する上で困難がより生じるのではないかというと

ころで付加し、親亡き後の課題に取り上げられており、来年の方針に上げさせても

らった。 

【山崎委員長】 

・障がい者総合支援法は自立に向けた制度設計になっている。親亡き後問題も関わっ

てくると思う。 

【事務局 坪田氏】 

・居宅部会にも参加しているので補足させてもらうが、障がい者が不自由なく暮らす

ことを考えた時に移動に関する不具合が多いと意見が多かった。他にも課題があっ

たが、地域生活を安心安全に暮らしていくための課題の一つとして、まず取り組む

ための課題として、移動に関することを来年度の方針に上げさせてもらった経緯が

ある。重度障がい者の親亡き後に関しては、障害福祉施策の手引きが難しくわかり

にくいというところで、手引きの手引きとして皆さんの手もとにあって、見やすく

簡単なものを作ってみたというところ。どう活用していくかが今後の課題だと考え

る。皆にも一緒に考えていって欲しい。 

 

２．各ワーキンググループの進捗等報告について 

【障害福祉課 見延氏】 

・各ワーキンググループの進捗等報告について説明 資料 2-1  
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【森下委員】 

・アンケートグループの地域移行希望アンケートについて説明 資料 2-2 

【吉田委員】 

・対象の確認だが、利用者は福井市の方となっているのか？また以前の調査と比較が

分かるようにならないのか？ 

【森下委員】 

・利用者は様々な自治体の方がいると思う。 

【山崎委員長】 

・以前の調査とは大きな変化はなかったと記憶している。 

【障害福祉課 見延氏】 

・相談できる外部機関がないという所が気になる部分ではある。地域移行のアドバイ

スが可能な相談機関を求めているうえで、意思確認の仕方などで困っているのか。

といったところを深堀していけば今後の事業展開が考えていけると感じた。 

【山崎委員長】 

・意思決定支援の研修をしていると思うが、本人のニーズをどう受け止め、どう関わ

っていくのか。対人援助職はニーズを受け止めないとトラブルにもつながってい

く。地域移行を踏まえた意思決定支援の研修も必要かもしれない。 

 

３．地域生活支援部会 委員の改選について  

【障害福祉課 見延氏】 

・資料 3 の説明。当事者会や、協会の方にも依頼をかけている。またアドバイザー

（前任の部会長や時々に求める方など）も参加してもらうこととなった。 

【吉田委員】 

・決まっているのか？これから公募なのか？ 

【障害福祉課 見延氏】 

・2 月中に依頼する予定でいる。 

【吉田委員】 

・事業者への依頼のかけ方はどうするのか？ 

【障害福祉課 見延氏】 

・任意の連絡会に依頼を書けるような形になると思う。 

 

【山崎委員長】 

・最後になるが、今年一年活動出来て、民生委員への研修や、アンケートの数字が上

がってきたことはとてもありがたかった。部会の形は変わるが、これからもご協力

を頂きたい。 

 

 


